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各種証明書コンビニ交付 開始 各種証明書コンビニ交付 開始 各種証明書コンビニ交付 開始 各種証明書コンビニ交付 開始 
令和2年2月1日から 

コンビニ交付事業の概要 

コンビニ交付には、マイナンバーカードが必要です 

第487回定例会 

　１２月定例会は１２月６日に招集され、１９日まで
の１４日間の会期で開きました。今定例会では、
町営住宅駅前団地建替工事の工事費増額などの
報告２件、使用料や手数料の見直しなどの議案
２７件、「災害ボランティア活動に対する支援制
度の構築を求める意見書」などの意見書案２件
が上程され、慎重に審議を行いました。 

　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり同意・可決しました。 
　また、一般質問は１２月１７日、１８日に行われ、
７議員が町政全般にわたり質問しました。 
　福崎駅周辺整備対策特別委員会は、所期の目
的を達成したため、今定例会をもって廃止する
ことに決定しました。 

発行できる証明書 
○福崎町に住所登録をされている人 
・住民票の写し 
・印鑑登録証明書 
　（福崎町で印鑑登録がお済みの人） 
・所得課税証明書（最新年度のみ） 
○本籍が福崎町の人 
・戸籍謄本・抄本 
・戸籍の附票 

利用できる店舗 

○セブンイレブン 
○ローソン 
○ファミリーマート　など 

（全国５５,０００店舗） 

サービス提供時間 
○午前６時３０分から午後１１時まで 

住
民
生
活
課
長 

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
必
要
と

な
る
経
費
は
ど
の
程
度
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。
 

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
経
費

と
し
て
約
３
０
０
０
万
円
、
 

運
用
経
費
と
し
て
年
間
約
５

０
０
万
円
か
か
る
見
込
で
す
。
 

住
民
生
活
課
長 

　
令
和
元
年
１０
月
末
現
在
の
申

請
率
は
１３.６
％
で
す
。
 

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

現
時
点
で
の
普
及
率
は
。
 

住
民
生
活
課
長 

　
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
必
要
性
が
増
し
て

く
る
。
よ
り
強
力
に
普
及
促
進

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
当
町
の
推
進
状
況
は
。
 

　
当
町
の
推
進
状
況
と
し
て
は

申
請
時
に
必
要
な
写
真
の
無
料

撮
影
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
月
１
回
程
度
に
は
な
り

ま
す
が
、
予
約
に
よ
り
休
日
申

請
の
受
け
付
け
も
し
て
い
ま
す
。
 

町
長 

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
付

与
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上

す
る
よ
う
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ

考
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長 

　
ど
の
程
度
の
利
用
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。
 

　
近
隣
の
先
進
市
町
の
状
況

を
見
ま
す
と
全
体
の
約
３
％

が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
福
崎
町
で
は
年
間

約
６
９
０
件
程
度
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
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主な手数料改定 

使用料を改定する施設 

見直しの趣旨  

 
 
住 民 票 の 写 し  
印 鑑 登 録 証 明 書  
所 得 課 税 証 明 書  
戸 籍 謄 本 ・ 抄 本  
戸 籍 の 附 票  

 
現　　　行 
２００円 
２００円 
２００円 

４５０円 
２００円 

 
４月１日から 
３００円 
３００円 
３００円 

（変更なし） 
３００円 

コ ン ビ ニ 交 付  
２月１日から 
２００円 
２００円 
２００円 
３５０円 
２００円 

12月定例会 

 

使用料・手数料等を見直し 使用料・手数料等を見直し 使用料・手数料等を見直し 使用料・手数料等を見直し 
令和2年4月1日から 

町立学校施設（体育館・運動場） 

青 少 年 野 外 活 動 セ ン タ ー  

文 化 セ ン タ ー  

第 １ 体 育 館 ・ 第 ２ 体 育 館  

八 千 種 研 修 セ ン タ ー  

春 日 山 キ ャ ン プ 場  

春 日 ふ れ あ い 会 館  

春 日 ふ れ あ い 広 場  

エ ル デ ホ ー ル  

駅 前 西 ・ 東 駐 車 場  

高 橋 ふ れ あ い 広 場  

文 珠 荘  

町民グラウンド・スポーツ公園 

生 活 科 学 セ ン タ ー  

駅 前 交 流 広 場 ・ 交 通 広 場  

　物価や所要経費の変動等に対応した適正な受益者負担を求めるため、現状を検証し
「使用料等の適正化と負担の公平性」を確保するため、全庁的に見直しを行う。 

見直しの方針  

○課税対象となる使用料等については消費税等を転嫁する。 
○類似施設や類似事務、近隣市町の料金との均衡も考慮する。（一部の施設は値下げ） 
○大幅に値上げとなる場合は、原則として現行料金の１.５倍を改定の上限とする。 

人件費 施設維持管理費 　原　価 ○ １ 

　施設の 
　性質別 
○ ２ 

施設使用料に関する受益者負担イメージ 

受益者負担 公費（税金等）負担 

人件費＋施設維持管理費 

駐車場、トレーニング室、テニスコート等 

公費（税金等）負担割合５０％ 

道路、公園、図書館等 

受益者負担割合１００％ 

受益者負担割合５０％ 

公費（税金等）負担割合１００％ 

退職給与 
引当金 
操入額 

用地 
取得費 

建物建設費、備品購入費等 
（減価償却費） 

大規模 
修繕費 

民間的 

公共的 

窓　　口　　交　　付 
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兵
庫
県
に
は
１５
市
２
町
９
事
務
組
合
（
２６
事
業
営
）
と
、
そ
れ
を
取
り
ま

と
め
る
１
つ
の
連
合
会
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
国
の
農
業
災
害
対
策
の
根
幹
と

し
て
農
業
共
済
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
特
定
組
合
化
と
は
、
こ
の
２６
事
業
営
と
連
合
会
が
合
併
し
、
１
組
合
と
な

り
、
す
べ
て
の
権
利
義
務
を
承
継
し
た
県
域
の
農
業
共
済
組
合
に
な
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
 

　
中
播
農
業
共
済
事
務
組
合
は
、

新
組
合
設
立
後
は
中
播
事
務
所
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
現
事
務
所

が
継
続
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。
 

　
財
産
等
は
、
管
理
者
及
び
会
計

管
理
者
が
在
籍
す
る
姫
路
市
に
承

継
さ
れ
、
決
算
認
定
を
受
け
た
後

新
組
合
に
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。
 

　
引
受
中
の
共
済
関
係
は
農
業
者

の
合
意
を
得
て
、
新
組
合
に
引
き

継
が
れ
ま
す
。
 

　
水
道
施
設
の
運
転
管
理
は
職
員
等
で
対
応
し
て
き
ま
し

た
が
、
職
員
の
退
職
や
人
事
異
動
の
影
響
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
優
れ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
備
え

た
民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
今
後
、
入
札
を
実
施
し
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
民

間
委
託
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

公
営
企
業
管
理
者 

　
な
ぜ
、
民
間
委
託
な
の

か
。
町
に
も
こ
れ
ま
で
積

み
上
げ
て
き
た
歴
史
や
知

識
、
経
験
が
あ
る
は
ず
。

技
術
の
継
続
と
い
う
面
で

は
直
営
で
管
理
す
る
方
が

よ
い
の
で
は
。
 

　
嘱
託
職
員
を
募
集
し
て

も
応
募
が
な
く
、
配
置
し

て
い
る
技
能
労
務
職
も
後

任
が
い
な
い
よ
う
な
状
況

で
す
。
技
術
力
も
伴
わ
ず

結
果
と
し
て
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
す
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
民
間
の
力
を
活

用
す
る
も
の
で
す
。
 

公
営
企
業
管
理
者 

　
水
道
の
民
営
化
は
し
な

い
と
い
う
表
明
が
な
さ
れ

て
い
た
が
、
一
方
で
は
民

間
委
託
と
な
っ
て
い
る
。

基
本
的
な
町
の
姿
勢
は
。
 

　
施
設
の
所
有
権
を
町
に

置
い
た
ま
ま
民
間
企
業
に

運
営
を
任
せ
る
と
い
う
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
実

施
す
る
も
の
で
は
な
く
、

今
後
、
そ
う
い
っ
た
方
向

を
目
指
す
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
は

直
営
で
や
り
た
い
の
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
人
が
配

置
で
き
な
い
と
い
う
問
題

を
抱
え
て
お
り
、
業
務
の

一
部
を
委
託
す
る
も
の
で

す
。
 

　スケジュール　 

特定組合化のイメージ 

令和元年１２月　　　関係議会議決（組合解散等） 

令和２年３月末　　中播農業共済事務組合解散 

令和２年４月　　　姫路市が事務を引き継ぐ 

令和２年６月　　　決算審査 

令和２年９月末　　決算認定 

令和２年１０月　　　新組合へ財産等の引き渡し 

○関係団体 
　２６団体（市・町・組合営）と兵庫県農業共済組合連合会及び兵庫県 
○設立期日 
　新組合の設立日　　令和２年４月１日（事業開始） 
　特定組合となる日　令和２年５月１日（国の認可） 
○新組合の名称等 
　名称：兵庫県農業共済組合 
　表記及び呼称：ＮＯＳＡＩひょうご 
○事業区域 
　兵庫県全域 

3段階制 

農家 農家 

市・町・事務組合 
(26事業営)

兵庫県農業共済組合連合会 

国 

2段階制 

兵庫県農業共済組合 
（特定組合） 

国 

ひ
と
つ
に
な
る
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豆 知 識 人
権
擁
護
委
員
の
選
任
に
同
意
 

住 

所
 

福
崎
町
西
田
原
 

令
和
２
年
４
月
１
日
 

か
ら
３
年
間
 

任 
期
 

住 

所
 

福
崎
町
福
田
 

令
和
２
年
４
月
１
日
 

か
ら
３
年
間
 

任 

期
 

人
権
擁
護
委
員
と
は
 

　
人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受

け
た
り
人
権
の
考
え
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
る
民

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
様
々
な
分
野
の
人
た
ち

が
人
権
思
想
を
広
め
、
地
域
の
中
で
人
権
が
侵
害
さ

れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。
 

内
藤
勢
一
氏
 

大
西
典
子
氏
 

災害ボランティア活動に対する支援制度の構築を求める意見書を 
提出（要旨） 

防災・減災・国土強靱化緊急対策事業等の事業期間延長を求める 
意見書を提出（要旨） 

　我が国は、大地震や火山噴火、豪雨災害な

どが相次ぐ「災害の世紀」を迎えている。救

援活動や復興に至る過程では多くの支援者の

参画が欠かせない。 

　今後、大規模な被害が予測される災害にお

いては、多数のボランティアが必要になると

いう見解も示されている。それだけのボラン

ティア数を確保するためには、遠隔地を含め

全国的かつ長期にわたる支援が必要である。 

　負担軽減のため、鉄道会社や航空会社など

の独自割引制度や、地方自治体によるボラン

ティアバス運行支援などの取り組みが官民に

おいて行われた事例もある。 

　こうした動きを更に広め、より多くの災害

ボランティアの参画に向け、ボランティア活

動に対する支援制度を実現するとともに、全

国的な基金の創設など災害ボランティアを社

会全体で支える仕組みを構築するよう強く要

望する。 

〈提出先〉 国会、政府関係機関　　 

　全国の地方公共団体では、平成３０年度か

ら令和２年度にかけ、国の「防災・減災、国

土強靭化のための３か年緊急対策」に基づく

臨時・特別の措置を積極的に活用し、頻発す

る豪雨災害等に備えた早期の取組を行うこと

が可能となった。 

　地方公共団体においては、住民の生命及び

財産を守るために、令和３年度以降もこれら

の取組を継続する必要がある。 

　地方公共団体が緊急対策期間後も計画的に

事業を推進することの必要性を踏まえ、防災

・減災等対策に必要となる予算・財源を安定

的に確保し、防災・減災・国土強靭化緊急対

策事業及び緊急自然災害防止対策事業の事業

期間を延長されるよう強く要望する。 

〈提出先〉 国会、政府関係機関　　 
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反対討論（要旨） 
　消費税が１０月から１０％になったから、町内の各施設の使用料を見直し、原価を導
きそれに１０％の消費税分を上乗せしたとの説明が町長からあった。 
　１００㎡を超えるホールでは空調施設を使用すると基本料金の３割を加算する規定も
加えられ、受益者負担の原則、コストに見合った金額設定が必要で、それを下回る
と町民負担の公平性が損なわれると議案説明資料にある。 
　消費税法第６０条で町など地方公共団体の一般会計は「仕入れ控除の特例」として
「国に対し、納付税額も還付税額も発生しない」とされている。 
　当町では減免規定があり、公民館クラブに所属する団体等には引き続き空調使用
時も減免することとし、これによる年間の増収は５６万円が見込まれるとの答弁があ 

った。 
　過去の消費税率引き上げ時に積極的に消費税転嫁を行わなかった町の姿勢を評価すべきで、公平性の確
保というような名目での今回の使用料見直し案には賛成できない。 

石野光市  

使用料の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例 

賛成討論（要旨） 
　使用料の見直しの理由として本会議及び総務文教常任委員会で見直しの方針が示
され、説明があった。「公費で負担すべきところは公費で負担する」、「受益者負担
で負担すべきところは受益者に負担をお願いする」、「公費で半分負担するところは
半分負担する」というように、その内容は、原価の算定なども踏まえ十分に精査さ
れているものである。 
　もし、受益者負担すべきところで負担をお願いできない場合は、使用していない
町民全部に負担がかかることになってしまうという説明もあった。 
　さらに、近隣市町の料金との均衡等を勘案した上で設定されたものとなっている。 
　以上のことから、条例改正に賛成する。 

城谷英之  

反対討論（要旨） 
　令和２年２月１日からコンビニでの住民票の写し、印鑑証明、税に関する各種の証明
書等の交付開始に係る第１条は認めるが、４月１日から窓口交付だけを１００円引き上げ
るという第２条を含む本案に賛成できない。 
　年間２３,０００件の交付があり、そのうち、最大３％のコンビニ交付が見込まれると
聞いた。 
　コンビニ交付のために初期費用として３,０００万円、以後、毎年度５００万円の経費が
かかる。 
　窓口交付での１００円上乗せで年間２００万円の増収がはかられるというもので、コン
ビニ交付の費用の穴埋めを、窓口交付を受ける住民が行うという見方が否めない。 

　コンビニ交付も窓口交付も同額と定めている県下の自治体も複数ある。 

石野光市  

手数料の見直しに伴う関係条例の整備等に関する条例 

賛成討論（要旨） 
　手数料の見直しの理由として見直しの方針が示されたが、その内容は、原価の算
定などを踏まえ十分に精査されているものである。 
　そして、近隣市町の料金との均衡等を勘案した上で、適正な手数料金額を設定さ
れている。 
　また、コンビニエンスストアなどの端末機で課税証明や住民票の写しの交付が受
けられるに際しての交付手数料を新たに設定するものであり、町民のニーズに合わ
せて行政サービスの向上が図られ、役場窓口の混雑の解消や職員事務の軽減につな
がるような料金設定となっている。 

前川裕量  
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12月定例会 

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 

議会の委任による専決処分の報告（町営住宅駅前団地建替工事） 

人権擁護委員の推薦 

人権擁護委員の推薦 

 

福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町非常勤の職員の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例 

 

福崎町監査委員に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の制定 

福崎町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 

くれさか環境事務組合規約の一部変更 

中播農業共済事務組合の解散 

中播農業共済事務組合の解散に伴う財産処分 

中播農業共済事務組合規約の一部変更 

 

中播公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増減及び規約の一部変更 

一般会計補正予算（第４号） 

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

水道事業会計補正予算（第１号） 

工業用水道事業会計補正予算（第１号） 

下水道事業会計補正予算（第１号） 

工業団地造成事業会計補正予算（第１号） 

災害ボランティア活動に対する支援制度の構築を求める意見書 

防災・減災・国土強靭化緊急対策事業等の事業期間延長を求める意見書 

福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び福崎町議会議員の 
議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例 

物損事故における損害賠償の額を 
１７万５０００円と定め和解すること 

１６７万４２００円の増額（事業量の増） 

内藤勢一氏を再任 

大西典子氏を選任 

人事院勧告に基づく改正 

フルタイムの会計年度任用職員が適用 
外とならないようにするための改正 

地方自治法の改正に伴う条ずれ整備 
と文言整理 

償還金の支払猶予、償還金免除の対象 
範囲拡大などの改正 
経費の支弁方法等を変更する規約 
変更 
県内全域を対象とした農業共済組織を設 
立するため中播農業共済事務組合を解散 
解散に伴い保有する財産を兵庫県農 
業共済組合に帰属させる財産処分 
解散に伴い事務の承継団体を姫路市と 
定める規約変更 
中播農業共済事務組合が脱退するため 
の規約変更 
中播農業共済事務組合が脱退し市川町外三ケ市 
町共有財産事務組合が加入するための規約変更 

３８０万円の増額 

２１万８０００円の減額 

４５万２０００円の減額 

７５０万円の増額 

営業費用２０５万８０００円の減額・債務負 
担行為（限度額６１００万円）の追加 

営業費用４万円の増額 

営業費用１８万９０００円の増額 
下水道事業債の限度額を１０００万円増額 

営業費用６万４０００円の増額 

コンビニ交付を開始するための条例 

各資格、職務、業務等に適した能力の有無を個別で審査し、 
判断するため及びコンビニ交付を開始するための改正 

各資格、職務、業務等に適した能力の有無 
を個別で審査し、判断するための改正 

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の 
整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 

兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び規約 
の一部変更 

 
報　告 

 

人　事
 

 

 

 

 

条　例 

 

 

 

 

 

 

 
その他

 

 

 

 

 

 

令和元年度 

補正予算 

議 案 名  概 要  

全員賛成で同意・可決した議案 

賛否の分かれた議案 

議案の審議結果 

　使用料の見直しに伴う関係条例 
　の整備に関する条例 

　手数料の見直しに伴う関係条例 
　の整備等に関する条例 
 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １０ １１ １２ １３ １４ 

○ 
 
○ 

１０ 
３ 
１１ 
２ 

賛成 
反対 

賛成 
反対 

○ 
 
○ 

○ 
 
○ 

○ 
 
○ 

 
● 
 
● 

 
● 
 
● 

○ 
 
○ 

 
● 
○ 

○ 
 
○ 

○ 
 
○ 

○ 
 
○ 

○ 
 
○ 

○ 
 
○ 

－ 
－ 
－ 
－ 

９ 

議 案 名  賛否 

条　例 

北
山
孝
彦
 

前
川
裕
量
 

城
谷
英
之
 

高
井
國
年
 

冨
田
昭
市
 

柴
田
幹
夫
 

竹
本
繁
夫
 

木
村
い
づ
み
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

山
口
　
純
 

三
輪
一
朝
 

松
岡
秀
人
 

河
嶋
重
一
郎
 

注1　北山議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。 

委員会提案 
意見書 



　小学校では連続する２つの学年の児童数が合
わせて１４人以下の場合（小学校１年生を含む場
合は、１・２年生で８人以下）を基準に複式学
級としています（兵庫県教育委員会）。 

　令和２年度に、高岡小学校の２・３年生の児
童数が合わせて１４人以下になるため複式学級に
なるとの報告がありました。 
　地域にとっても大きな課題であり、今後の対
応について、協議するとのことでした。 

総務文教常任委員会 
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高岡小学校 複式学級へ 高岡小学校 複式学級へ 高岡小学校 複式学級へ 

委

員

長
　
山
口
　
　
純
 

副
委
員
長
　
木
村
い
づ
み

委
　
　
員
　
石
野
　
光
市

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
前
川
　
裕
量
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

空調設備改修工事のため 
エルデホールを休館 

　エルデホールの空調設備は、開館以来３０年
近く経過しており、老朽化しています。この
ため、空調設備改修工事が行われることにな
り、１１月２５日から３月３１日までの間、休館し
ています。 
　施設利用者の方には、大変ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解をいただきたいという報告
がありました。 
 
　工 事 費：１億６２５２万５０００円 
　施工業者：㈱三冷社神戸支店 

令和３年度から税のコンビニ納付開始へ 

　仕事の関係などから平日の昼間に納税するこ
とが困難な方や遠方にお住まいで近隣に郵便局
以外の福崎町指定金融機関がない方などから、コ
ンビニ納付の導入を要望する声が多くあり、役場
内の税基幹システムの入れ替えに合わせ、令和３
年度から導入することを検討しているとの報告
がありました。 
　福崎町では、個人住民税、固定資産税、国民健
康保険税の３税を集合１０期割（３つの税を合算し
て１０回払い）の独自の方法で窓口納付や口座振替
で納付されていましたが、コンビニでの納付が開
始されると、納付書のバーコードに税の情報量が
入りきらず対応ができないということで、ほかの
自治体と同じように個人住民税、固定資産税、国
民健康保険税の３税それぞれ別々に４期割の納
付が原則となります。 
　現行では毎月の納税額が平準化されています
が、３税それぞれの税別の納期を定めることとな
り、月々の納付額にばらつきがあり、窓口納付、
口座振替をされている方に影響があるとの説明
がありました。 

○令和元年度 

○令和２年度（予定） 

学年 

人数 

学年 

人数 

１年 

７ 

１年 

７ 

２年 

６ 

２年 

７ 

３年 

１１ 

３年 

６ 

４年 

１２ 

４年 

１１ 

５年 

７ 

５年 

１２ 

６年 

１２ 

６年 

７ 

総計 

５５ 

総計 

５０ 
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民生まちづくり常任委員会 

土曜日にも相談を受け付けています。 
育児・介護等にお悩みの方はご相談を。 
土曜日にも相談を受け付けています。 
育児・介護等にお悩みの方はご相談を。 
土曜日にも相談を受け付けています。 
育児・介護等にお悩みの方はご相談を。 

　昨年４月から、保健センター・地域包括支援
センターが土曜日にも開庁されています。 
　平日は仕事等でなかなか時間が取れない方や
遠方で平日に来庁できない方などからの相談に
対応できたことで非常に喜ばれたとの報告があ
りました。 

　平成３０年１２月末をもって撤退した福崎工業団地の㈱広築跡
地に、姫路メタリコン㈱から企業進出の申込みがあったとの報
告がありました。 
　慎重に審査した結果、委員会として企業進出を了承すること
に決定しました。 
　なお、建物は既存建物を改修して利用するとのことです。関
係法令や公害防止協定を遵守して操業されるよう望みます。 

委

員

長
　
小
林
　
　
博

副
委
員
長
　
竹
本
　
繁
夫
 

委
　
　
員
　
河
嶋
重
一
郎
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
柴
田
　
幹
夫
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

保健センター・地域包括支援センター 

土曜日の相談受付状況 

土曜日にできること 

４月 
５月 
６月 
７月 
８月 
９月 
１０月 
合計 

保健 
センター 
２１ 件 
２２ 件 
４４ 件 
２５ 件 
２２ 件 
１５ 件 
２３ 件 
１７２ 件 

地域包括 
支援センター 

３ 件 
４ 件 
１３ 件 
９ 件 
１４ 件 
１ 件 
５ 件 
４９ 件 

合計
 
 
２４ 件 
２６ 件 
５７ 件 
３４ 件 
３６ 件 
１６ 件 
２８ 件 
２２１ 件 

開庁時間：午前８時３０分から午後５時１５分まで 

保健センター 

○母子健康手帳交付・妊婦相談 

○健康・子育て等に関する相談 

○児童虐待・DVに関する相談 

○予防接種受診票等交付 

○健康教室 

○健診等の申し込み　など 

※土曜日に相談を希望される方は、事前にご連絡を 
　お願いします。 

福崎工業団地に企業進出 

姫路メタリコン ㈱ 姫路メタリコン ㈱ 

国道312号 国道312号 

姫路メタリコン ㈱ 

本　　社：姫路市飾磨区 

業　　種：製造業 

製 造 品：金属加工製品 

操業開始：令和２年８月 
    　　　　　　（予定） 

※電話での相談も含む 

地域包括支援センター 

○介護保険・介護予防サービスに関する相談 

○認知症に関する相談 

○高齢者虐待に関する相談　など 



福崎駅周辺整備対策特別委員会 
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福崎駅周辺整備事業 完成 福崎駅周辺整備事業 完成 福崎駅周辺整備事業 完成 
委
員
長
　
小
林
　
　
博
 

副
委
員
長
　
城
谷
　
英
之
 

【事業の経緯】 

【福崎駅周辺整備 事業費内訳】 
（平成２６年度～令和元年度） 

【福崎駅周辺整備対策特別委員会を廃止】 
　福崎駅周辺整備対策特別委員会は、平成２５
年９月定例会において、JR福崎駅が福崎町の
玄関口としてふさわしい魅力的な駅となるよう
に、総合的に調査・検討を行い、福崎駅周辺整
備事業の早期実現を図ることを目的として設置
されました。 
　令和元年１０月６日に完成記念式典が開催さ

れたことを受け、所期の目的が達成されたとし
当特別委員会を廃止することを決定しました。 
　しかし、施設が完成して終わりというわけで
はありません。どのように利活用していくのか
が課題となります。福崎町のにぎわいづくりに
資するため、今後とも、議会の立場から福崎町
のまちづくりを推進していきます。 

平成２２年４月 
平成２３年３月 
平成２３年４月 
平成２５年９月 
平成２６年３月 
平成２６年４月 
平成２６年１２月 
 
平成２８年１月 
平成３０年６月 
平成３１年４月 
令和元年９月 
令和元年１０月 

福崎駅周辺整備推進室を設置 
福崎駅周辺整備計画を策定 
事業化に向け兵庫県と協議を開始 
福崎駅周辺整備対策特別委員会を設置 
社会資本総合整備計画を策定 
新規事業採択 
社会資本総合整備計画を変更（　川界隈整備事業を追加） 
用地交渉開始 
工事着手 
県道甘地福崎線・県道田口福田線・町道駅南幹線を供用開始 
交通広場を供用開始 
町道福崎駅田原線を供用開始 
駅前交流広場・駅前観光交流センター・　川観光交流センターを供用開始 
福崎駅周辺整備事業完成記念式典 

 
全体事業費：３４億８９００万円 
 
※うち用地補償費：２０億３６００万円 
（全体事業費の５８％） 
 
財源内訳 
国庫補助金：１５億７０００万円 
起債による 
　交付税算入額：３億３３００万円 
実質町負担：１５億８６００万円 

 
駅前：２８億７５００万円 
 
 
 
 
　川界隈：５億５０００万円 
 
 
 
効果促進事業：６４００万円 

駅前道路（４路線） 
駅前広場 
駅前観光交流センター 
河童モニュメント 
 
　川観光交流センター 
　川界隈線（道路） 
旧　川郵便局移築 
多目的広場等 
 
妖怪ミステリー 
フォトラリーなど 

令和元年１２月現在 

※百万円未満は四捨五入 
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ごみ処理計画検討特別委員会 

神崎郡ごみ処理施設建設最優先候補地 田口を断念 神崎郡ごみ処理施設建設最優先候補地 田口を断念 神崎郡ごみ処理施設建設最優先候補地 田口を断念 
委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

　神崎郡ごみ処理施設建設用地選定委員
会からの答申を受け、福崎町田口を最優
先候補地として決定し、周辺地域の皆様
に住民説明会等を開催してきましたが、
神崎郡３町長及び中播北部行政事務組合
管理者による協議の結果、福崎町田口を
建設候補地として計画を進めることを断
念したとの報告がありました。 
　新ごみ処理施設の稼働は令和１０年度
を目指しており、新たな建設候補地の選
定が急務となります。今後は、より一層
ご意見に耳を傾け、かつ、慎重に進めて
いきたいとのことです。 

　くれさかクリーンセンターの焼却炉の
稼働停止後は、くれさかクリーンセンタ
ーを中継基地として経由し、姫路市の市
川美化センターへ福崎町の可燃ごみを搬
入します。市川美化センターは現在、長
寿命化工事※をしており、工事は令和３
年７月までかかるとの報告を受けました。 
　長寿命化工事が完了してから、くれさ
かクリーンセンターの中継（積替）施設
整備工事を施工するため、市川美化セン
ターへの搬入は令和４年４月からとなり
ます。 
　くれさかクリーンセンターの焼却炉停
止は令和２年度末の予定でしたが、１年
延長し、令和３年度末になるとのことで
す。 

くれさかクリーンセンターの焼却炉停止を１年延長 

豆 識 知 
　※長寿命化とは… 

　老朽化した建物などの耐久性を高めることに

加え、機能や性能を向上させること 

周辺地域からの主なご意見 

・候補地の比較評価における点数が低かった
田口が選ばれた理由が理解できない 

・断層の疑いがある場所にも関わらず候補地
になったのはなぜか 

・評価における教育施設に大学が入っていな
いのはなぜか 

・田口本村には影響がなく周辺地が影響を受
けるのは理不尽 

・地域住民に何の説明もなく候補地を決定し
新聞やホームページで発表したのは全くの
順番違い 
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「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方や町 
政をただし、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする大切な 
場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告します。議員の 
質問（持ち時間）は４５分間となっています。質問した議員が原稿を起こし 
「議会だより」に掲載しています。 

河嶋重一郎 

P１３ 

山 口 　 純  

P１４ 

三 輪 一 朝  

P１５ 

城 谷 英 之  

P１６ 

石 野 光 市  

P１７ 

小 林 　 博  

P１８ 

竹 本 繁 夫  

P１９ 

通 告 の 内 容  

①観光行政について 

②農業問題について 

③空き家対策について 

④教育問題について 

①観光政策について 

①福崎町の総合計画等の遂行と人材

育成について 

②地域公共交通（コミュニティバス）

の魅力向上について 

①消防行政について 

②農林行政について 

③観光行政について 

④教育行政について 

⑤地域連携について 

①神崎郡ごみ処理施設建設について 

②幼児・保育の無償化について 

③あおり運転防止策及び交通安全対

策について 

①太陽光発電について 

②教育及び子育て支援について 

③防災対策について 

④福崎駅周辺整備の今後の課題に

ついて 

⑤町政運営の基本姿勢と来年度予算

編成について 

①子育て支援と保育士の業務改善に

ついて 

②会計年度任用職員について 

③観光地整備について 

④交通安全対策について 
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一般質問 

整備完成後、今以上のPRを行いたいと思います。 

農
林
振
興
課
長
補
佐
 

問  
 
春
日
山
城
跡
を
も
う

一
歩
踏
み
込
ん
で
P
R
し

て
は
ど
う
か
。
 

　
春
日
山
城
を
含
む
春
日

山
周
辺
施
設
に
誇
り
や
愛

着
を
持
て
る
よ
う
な
整
備

計
画
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

地
域
振
興
課
長
 

問  
 
西
大
貫
地
区
に
あ
る

高
峰
山
城
跡
を
調
査
・
保

存
す
る
の
は
大
変
だ
と
思

う
が
、
文
化
的
財
産
を
こ

の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
の

は
大
き
な
損
失
。
今
の
う

ち
に
何
か
手
を
打
っ
て
お

く
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。
 

　
現
地
確
認
を
し
ま
し
た

が
、
文
化
的
財
産
の
ほ
と

ん
ど
が
加
西
市
域
に
あ
る

も
の
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
 

地
域
振
興
課
長
 

問  
 
特
徴
あ
る
「
か
か
し
」
 

づ
く
り
で
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。
 

　
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
団
体
が

あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
願

い
し
ま
す
。
 

地
域
活
性
化

地
域
活
性
化
 

地
域
活
性
化
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問  
 
農
地
付
き
空
き
家
に

つ
い
て
、
農
地
下
限
面
積

の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
て
い
る
空
き
家
と
農

地
を
あ
わ
せ
て
取
得
す
る

場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
本
年
度
４
月
１
日
よ

り
下
限
面
積
を
１
㎡
と
し

て
い
ま
す
。
 

空
き
家
対
策

空
き
家
対
策
 

空
き
家
対
策
 

教
育
長
 

問  
 
１１
月
１２
日
午
後
４
時

４０
分
頃
、
青
森
県
八
戸
市

の
路
上
で
女
子
児
童
が
首

の
前
部
を
刃
物
の
よ
う
な

も
の
で
切
ら
れ
る
と
い
う

悲
惨
な
事
件
が
あ
り
、
殺

人
未
遂
容
疑
で
市
内
の
中

学
校
男
子
生
徒
が
逮
捕
さ

れ
た
。
容
疑
を
認
め
、「
殺

す
つ
も
り
だ
っ
た
。
誰
で

も
よ
か
っ
た
。」
と
い
う

趣
旨
の
供
述
を
し
た
。
背

筋
が
ぞ
っ
と
す
る
事
件
。
 

他
人
事
で
は
な
い
。
い
つ

ど
こ
で
起
こ
る
か
も
知
れ

な
い
。
こ
の
事
件
に
つ
い

て
、
教
育
長
の
所
見
を
聞

き
た
い
。
 

　
心
が
痛
む
事
件
で
す
。

福
崎
町
の
学
校
で
は
、「
命

に
勝
る
宝
な
し
」を
教
育

の
基
盤
と
し
て
教
え
て
い

ま
す
。
自
分
の
命
、
他
者

の
命
、
同
じ
よ
う
に
尊
厳

す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い

ま
す
。
私
達
人
間
は
、た
っ

た
一
つ
の
命
で
た
っ
た
一

度
の
人
生
を
生
き
て
い
ま

す
。
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ

た
、
生
き
て
い
て
よ
か
っ

た
と
誰
も
が
自
負
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
で

も
、
将
来
あ
る
若
者
ほ
ど

強
く
持
っ
て
ほ
し
い
。
町

内
で
は
補
導
委
員
さ
ん
や

ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

を
は
じ
め
、多
く
の
方
々

が
子
ど
も
の
安
全
を
保
障

す
る
た
め
に
多
く
の
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
謝
 

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
 

子
ど
も
達
も
「
他
力
本
願
」
 

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
「
自
力
本

願
」
を
し
っ
か
り
身
に
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
授
業
で
勉
強

す
る
だ
け
で
な
く
、
万
が

一
の
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
し
っ
か
り
持
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

”天
上
天
下
唯
我
独
尊
“
 

教
育
行
政

教
育
行
政
 

教
育
行
政
 

河嶋重一郎 

これほんまに「かかし」かいな（安富町関地区） 



一般質問 
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体制強化を図る必要があると思っています 
山口　純 

地
域
振
興
課
長
 

問  
 
観
光
政
策
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。
 

　
福
崎
町
文
化
観
光
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
な
ど
で
議

論
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
 

地
域
振
興
課
長
 

問  
 
月
に
何
回
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。
 

　
一
回
程
度
で
す
。
 

町
長
 

問  
 
本
会
議
の
冒
頭
挨
拶

で
町
長
は
観
光
部
門
の
組

織
強
化
を
図
る
と
言
わ
れ

て
い
た
が
、
具
体
的
に
は
。
 

　
福
崎
町
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
の
た
め
に
は
、
観
光

振
興
、
地
域
振
興
を
総
合

的
に
企
画
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
体
制
強
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
、
副
町
長
に
観
光
部
門

の
組
織
強
化
を
考
え
て
ほ

し
い
と
指
示
を
出
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
 

地
域
振
興
課
長
 

問  
 
具
体
的
な
内
容
は
。
 

　
観
光
協
会
に
お
い
て
プ

ラ
モ
デ
ル
等
の
観
光
グ
ッ

ズ
開
発
に
活
用
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
 

地
域
振
興
課
長
 

問  
 
本
町
の
妖
怪
の
取
り

組
み
は
、
柳
田
國
男
先
生

の
著
書
を
も
と
に
生
ま
れ

た
も
の
。
こ
れ
を
一
つ
の

柱
と
捉
え
て
、
そ
れ
と
は

別
の
柱
に
な
り
う
る
観
光

資
源
の
見
直
し
や
掘
り
起

こ
し
作
業
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
 

　
妖
怪
に
よ
る
ま
ち
お
こ

し
や
、
両
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
、
三
木
家
住
宅
、
　

川
界
隈
歴
史
・
文
化
館
の

利
活
用
だ
け
で
は
な
く
、

福
崎
町
に
存
在
す
る
豊
か

な
自
然
の
中
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
も

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

地
域
振
興
課
長
 

問  
 
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
広
報

は
。
 

地
域
振
興
課
長
 

問  
 
月
一
回
で
は
少
な
い
。

い
つ
で
も
議
論
で
き
る
よ

う
な
場
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
広
報
の
努
力

は
し
て
い
る
か
。
 

　W
e
b

に
重
点
を
置
い
て

い
ま
す
。
福
崎
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
、ツ
イ
ッ
タ
ー
、Yo

u
 

T
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
、
そ
の

ほ
か
、
妖
怪
造
形
コ
ン
テ

ス
ト
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

と
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
、
現

体
制
で
可
能
な
限
り
の
頻

度
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
視
野
に
入
れ
て
い
る
も

の
の
、
観
光
協
会
が
主
体

と
な
っ
た
形
で
商
品
開
発

を
含
め
計
画
を
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

観光情報発信の拠点のひとつとして期待される　川観光交流センター「サキちゃんプラザ」 
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一般質問 

問  
 
少
子
高
齢
化
や
過
疎

化
の
進
展
、
高
齢
者
に
よ

る
自
動
車
運
転
事
故
の
増

加
に
伴
う
自
動
車
運
転
免

許
の
返
納
増
加
な
ど
に
よ

り
、
地
域
公
共
交
通
へ
の

認
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
 

　
し
か
し
、
民
間
路
線
バ

ス
利
用
者
数
は
減
少
、
本

町
が
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
（
以
下
コ
ミ
バ

ス
）
の
利
用
者
数
は
微
増

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
コ

ミ
バ
ス
は
、
空
気
を
運
ぶ

よ
り
も
乗
客
を
乗
せ
た
い
。
 

　
本
町
で
は
限
ら
れ
た
財

源
の
中
、
コ
ミ
バ
ス
の
運

行
開
始
以
降
、
多
く
の
改

良
、
充
実
を
、
ダ
イ
ヤ
改

正
の
た
び
ご
と
に
反
映
さ

せ
、
利
便
性
を
高
め
て
き

た
。
コ
ミ
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
、
利
用
者
の
多
い

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

や
医
療
機
関
な
ど
の
施
設

を
経
由
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
も
れ
な
く
網
羅
で
き

て
い
る
の
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
町
内
の
施
設
は
、
ほ
ぼ

網
羅
で
き
て
い
ま
す
。
町

外
の
施
設
で
は
、
市
川
町

連
携
コ
ミ
バ
ス
で
市
川
町

文
化
セ
ン
タ
ー
や
温
泉
施

設
、
神
崎
総
合
病
院
な
ど

に
。
令
和
元
年
１０
月
か
ら

運
行
の
「
ふ
く
ひ
め
号
」

で
は
路
線
バ
ス
に
乗
り
換

え
て
マ
リ
ア
病
院
へ
も
通

院
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

問  
 
路
線
網
を
維
持
し
つ

つ
、
乗
客
数
が
伸
び
な
く

と
も
コ
ミ
バ
ス
乗
客
一
人

当
た
り
の
低
コ
ス
ト
化
を

図
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。
 

　
現
状
に
お
け
る
可
能
な

方
策
は
実
施
し
て
い
る
た

め
、
新
た
な
方
策
の
実
施

は
大
変
厳
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

問  
 
本
町
の
コ
ミ
バ
ス
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
本
町
は
コ
ミ
バ
ス
を

今
後
、
い
か
に
進
展
、
維

持
し
て
い
く
の
か
。
 

問  
 
本
町
で
は
コ
ミ
バ
ス

が
有
す
る
ク
ロ
ス
セ
ク
タ

ー
効
果
が
年
間
プ
ラ
ス
６

０
０
万
円
超
を
示
し
て
お

り
、
コ
ミ
バ
ス
へ
の
財
政

支
出
は
地
域
を
支
え
る
効

果
的
な
支
出
で
あ
る
。
し

か
し
、
将
来
の
仮
定
と
し

て
、
コ
ミ
バ
ス
が
有
す
る

ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
が

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
場
合

本
町
の
施
策
に
ど
の
よ
う

な
変
化
が
生
じ
る
の
か
。
 

　
コ
ミ
バ
ス
の
運
行
に
は

住
民
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
は

大
切
で
、
各
自
治
会
か
ら

情
報
を
得
る
こ
と
や
乗
客

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で

把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
高
齢
者
が
増
加
し

て
い
く
想
定
や
、
ま
ち
づ

く
り
に
か
か
わ
る
本
町
の

計
画
と
の
整
合
を
図
り
な

が
ら
、
時
代
に
応
じ
た
コ

ミ
バ
ス
運
行
に
努
め
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果

の
推
移
に
よ
り
、
コ
ミ
バ

ス
に
関
す
る
政
策
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

時代に応じたコミバス運行に努めます 
三輪一朝 

クロスセクター効果とは 

　クロスセクター効果とは、地域公共交通の運行に

対して行政が負担している財政支出と、地域公共交

通が有する多面的な効果（地域公共交通を廃止した

時に追加的に必要となる医療、商業、観光、福祉な

ど多面的な分野別の代替費用）との比較をしたもの。 
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将来構想として、今後勉強します 
城谷英之 

問 農
林
振
興
課
長
 

　
周
辺
施
設
の
利
用
客
増

と
春
日
山
観
光
が
相
乗
効

果
を
も
た
ら
す
よ
う
な
方

策
も
ご
提
案
い
た
だ
き
、

春
日
山
城
を
含
む
春
日
山

周
辺
施
設
に
誇
り
や
愛
着

を
持
て
る
よ
う
な
整
備
計

画
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
八
千
種

・
大
貫
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に

つ
い
て
は
、
地
元
主
体
で

地
域
環
境
の
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
と
い

う
こ
と
で
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
。
里
山
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
支
援
メ
ニ
ュ

ー
の
紹
介
や
申
請
の
助
言

等
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
令
和
２
年
度
は
住
民

参
加
型
森
林
整
備
事
業
、

令
和
３
年
度
以
降
は
森
林

多
面
的
機
能
発
揮
対
策
交

付
金
事
業
を
利
用
し
て
は

ど
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

住
民
生
活
課
長
 

　
分
団
長
は
年
間
５
万
４

０
０
０
円
、
副
分
団
長
以

下
は
５
０
０
０
円
で
す
。

県
下
で
比
較
し
ま
す
と
、

分
団
長
は
２０
番
目
、
副
分

団
長
以
下
は
最
下
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

住
民
生
活
課
長
 

　
県
や
消
防
庁
か
ら
も
見

直
し
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
県
下
の
状
況
も
踏
ま

え
、
副
分
団
長
以
下
の
報

酬
を
見
直
す
予
定
で
す
。 

地
域
振
興
課
長
 

　
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
等
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
、
訓
練
等
で
使
用
す

る
な
ど
の
位
置
づ
け
で
整

備
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。 

問  
　
現
在
、
福
崎
町
消
防

団
の
報
酬
は
県
下
で
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
 

社
会
教
育
課
長
 

　
福
崎
町
史
で
は
明
治
末

期
の
風
習
と
し
て
氏
神
祭

礼
の
中
で
屋
台
の
記
述
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に

詳
細
に
記
録
さ
れ
た
も
の

は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
町

で
は
、
平
成
２４
年
度
か
ら

福
崎
町
文
化
遺
産
活
性
化

実
行
委
員
会
を
結
成
し
、

各
地
区
保
存
会
の
屋
台
の

修
理
な
ど
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
新
し
く
な
っ
た
屋

台
の
写
真
や
各
地
区
の
歴

史
的
な
背
景
も
交
え
な
が

ら
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。 

問  
　
鈴
の
森
神
社
の
上
棟

式
で
亀
坪
屋
台
の
宮
入
り

が
三
番
目
と
い
う
記
述
が

あ
る
。
福
崎
町
の
ま
つ
り

文
化
を
研
究
し
、
福
崎
の

歴
史
と
し
て
残
し
て
い
け

な
い
か
。
 

問  
　
消
防
団
に
対
す
る
報

酬
の
見
直
し
は
で
き
な
い

か
。
 

問  
　
公
民
館
が
避
難
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
の
に
、

必
要
な
防
災
備
蓄
品
が
常

備
さ
れ
て
い
な
い
。
何
ら

か
の
支
援
策
は
な
い
か
。
 

消
防
行
政

消
防
行
政
 

消
防
行
政
 

伝
統
文
化

伝
統
文
化
 

伝
統
文
化
 

学
校
教
育
課
長
 

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は

残
る
部
分
の
改
修
を
行
う

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。 

問  
　
東
中
学
校
体
育
館
で

は
夏
場
に
卓
球
が
で
き
な

い
く
ら
い
の
暑
さ
で
困
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
田
原

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
支
援

に
よ
り
一
部
改
修
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
残
る

部
分
の
窓
の
取
り
付
け
は

で
き
な
い
か
。
 

学
校
教
育

学
校
教
育
 

学
校
教
育
 

 
 
春
日
山
の
研
究
会
を

立
ち
上
げ
て
い
る
が
、
春

日
山
整
備
事
業
へ
の
予
算

も
な
く
な
り
、
今
後
の
見

通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

区
長
会
か
ら
も
要
望
が
出

て
い
る
。
春
日
山
を
中
心

と
す
る
八
千
種
・
大
貫
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
に
つ
い
て
、

少
し
ず
つ
で
も
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。
 

東中学校体育館２階 
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学
校
教
育
課
長
 

問 　  

１０
月
か
ら
、
３
歳
児

以
上
の
保
育
料
の
無
償
化

に
伴
い
給
食
費
の
徴
収
が

新
た
に
始
ま
っ
て
い
る
。 

　
全
国
的
に
保
育
士
の
業

務
が
朝
、
低
年
齢
の
子
ど

も
達
を
受
け
入
れ
た
後
、

す
べ
て
の
子
ど
も
が
帰
る

ま
で
目
が
離
せ
な
い
と
い

う
も
と
で
、
新
た
に
給
食

費
の
徴
収
事
務
が
加
わ
り

し
わ
寄
せ
が
保
育
の
現
場

で
起
こ
っ
て
い
る
と
の
報

道
が
あ
る
。
新
た
な
給
食

費
の
徴
収
を
せ
ず
無
償
化

に
踏
み
切
っ
た
自
治
体
は

保
育
士
の
負
担
を
増
や
さ

な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
例
も
あ
る
と
聞
く
。
 

　
当
町
で
も
ま
ず
、
認
定

こ
ど
も
園
の
給
食
費
の
徴

収
対
象
か
ら
始
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。
 

　
当
町
で
は
現
在
１
名
の

ア
ル
バ
イ
ト
事
務
職
員
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
園
の

状
況
に
応
じ
て
適
正
に
配

置
し
て
い
く
よ
う
考
え
て

い
ま
す
。
 

総
務
課
長
 

問 　  

地
方
自
治
体
の
保
育

士
、
事
務
職
員
の
非
正
規

雇
用
が
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
と
し
て
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
き
た
。
 

　
来
年
度
か
ら
始
ま
る
会

計
年
度
任
用
職
員
で
も
、

自
治
体
に
よ
っ
て
は
改
善

に
な
ら
な
い
よ
う
な
検
討

例
も
あ
る
と
聞
く
。
当
町

で
の
実
施
予
定
内
容
は
。
 

　
来
年
度
か
ら
始
ま
る
会

計
年
度
任
用
職
員
で
は
、

法
に
沿
っ
て
確
実
に
待
遇

改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長
 

問 　  

保
育
士
の
非
正
規
雇

用
が
目
立
つ
。
こ
ど
も
園

で
の
組
担
任
に
占
め
る
非

正
規
の
状
況
は
。
 

　
育
休
取
得
の
関
係
も
あ

り
、
全
体
で
２７
組
中
１７
組

が
嘱
託
、
臨
時
職
員
の
担

任
で
す
。
 

現在１名の事務職員を配置し事務量軽減をはかっています 
石野光市 

待
遇
改
善
は

待
遇
改
善
は
 

ど
の
よ
う
に

ど
の
よ
う
に
 

待
遇
改
善
は
 

ど
の
よ
う
に
 

目
立
つ
　
　

目
立
つ
　
　
 

非
正
規
雇
用

非
正
規
雇
用
 

目
立
つ
　
　
 

非
正
規
雇
用
 

総
務
課
長
 

問 　  

正
規
職
員
の
欠
員
の

穴
埋
め
を
非
正
規
で
補
う

傾
向
は
な
る
べ
く
避
け
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か

。
防
災
面
か
ら
も
正
規
職

員
の
比
率
が
低
い
所
ほ
ど

支
障
が
生
じ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
が
ど
う
か
。
 

　
全
国
的
に
国
の
指
導
も

あ
り
市
町
村
の
正
規
職
員

削
減
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
平
成
２７
年
か
ら

は
逆
に
増
加
す
る
傾
向
で

す
。
福
崎
町
で
は
、
平
成

３０
年
度
か
ら
の
第
５
次
定

員
適
正
化
計
画
で
は
現
状

維
持
と
し
て
い
ま
す
。
 

非
正
規
雇
用
に

非
正
規
雇
用
に
 

歯
止
め
を
　
　

歯
止
め
を
　
　
 

非
正
規
雇
用
に
 

歯
止
め
を
　
　
 

住
民
生
活
課
長
 

問 　  

正
規
の
交
通
標
識
と

は
別
に
「
通
学
路
」
「
横

断
歩
道
あ
り
」
「
交
差
点

あ
り
」
な
ど
の
文
字
看
板

で
補
う
例
が
あ
る
。
新
た

に
ポ
ー
ル
等
に
も
巻
き
つ

け
て
注
意
を
促
す
文
字
看

板
の
採
用
に
つ
い
て
、
検

討
は
。
 

　
状
況
に
応
じ
て
考
え
て

い
き
ま
す
。
 

標
識
を
補
う
看
板

標
識
を
補
う
看
板
 

標
識
を
補
う
看
板
 

田原幼児園 園庭 
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問  
　
大
型
太
陽
光
発
電
施

設
計
画
で
は
福
崎
町
の
将

来
に
心
配
の
な
い
対
応
を

と
の
思
い
か
ら
質
問
し
て

い
る
。
矢
口
で
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
１
月
に
長
野
区
・
神
谷

区
の
住
民
説
明
会
が
予
定

さ
れ
、
了
解
が
得
ら
れ
れ

ば
財
産
区
と
協
議
と
聞
い

て
い
ま
す
。
 

問  
　
そ
こ
ま
で
進
ん
で
い

な
が
ら
議
会
に
報
告
が
な

い
の
は
理
解
で
き
な
い
。

大
規
模
開
発
で
あ
り
影
響

は
広
範
囲
に
及
ぶ
と
考
え

る
。
防
災
上
の
責
任
は
誰

が
持
つ
の
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
毎
回
計
画
が
変
わ
り
、
 

報
告
で
き
る
情
報
は
出
て

き
て
い
ま
せ
ん
。
申
請
の

段
階
で
協
議
と
な
り
ま
す
。
 

町
長
 

　
状
況
把
握
し
な
が
ら
指

導
す
べ
き
と
こ
ろ
は
指
導

し
、
議
会
に
も
報
告
し
ま

す
。
 

学
校
教
育
課
長
 

問  
 
福
崎
小
北
校
舎
の
改

装
の
進
め
方
は
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
土
砂
流
出
の
対
処

は
ど
う
か
。
 

　
２
年
間
の
予
定
で
南
校

舎
の
空
き
教
室
を
利
用
し

ま
す
。
土
砂
流
出
に
は
引

き
続
き
対
処
し
ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長
 

問  
 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
を
日
曜
日
に
も
と
い
う

要
望
が
あ
る
が
。
 

　
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
参
考
に
考
え
ま
す
。
 

教
育
長
 

問  
 
高
岡
小
が
複
式
学
級

の
可
能
性
と
の
こ
と
。
対

応
は
。
 

　
今
と
同
じ
教
育
内
容
を

保
障
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

町
長
 

　
施
策
を
総
動
員
し
、
人

口
減
を
抑
え
た
い
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
交
通
状
況
を
見
な
が
ら

計
画
的
に
設
置
し
て
い
き

ま
す
。
 

県と共にチェックしていきます 
小林　博 

七
種
山
周
辺
整
備
 

問  
 
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
必
ず
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
。
県
道
甘
地
福
崎
線

の
拡
幅
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
国
・
地
方
自
治
体
・
鉄

道
事
業
者
の
三
位
一
体
で

進
め
る
事
業
で
す
。
国
の

予
算
化
を
求
め
て
い
ま
す
。

県
道
は
平
成
２９
年
度
か
ら

令
和
３
年
度
の
事
業
計
画

で
現
在
は
物
件
調
査
や
地

権
者
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

技
監
 

技
監
 

教
育
・
子
育
て
支
援

教
育
・
子
育
て
支
援
 

教
育
・
子
育
て
支
援
 

問  
 
防
曇
型
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
は
半
年
間
も
効
果
が
あ

る
。
積
極
的
な
採
用
を
求

め
た
い
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
業
者
が
不
法
投
棄
（
亀

岡
市
）
で
逮
捕
さ
れ
ま
し

た
。
県
と
今
後
の
進
め
方

を
協
議
し
ま
す
。
 

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
の

改
定
を
目
指
し
、
現
在
は

利
用
実
態
を
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問  
 
高
橋
で
の
廃
棄
物
堆

積
の
対
処
は
ど
う
か
。
 

地
域
振
興
課
長
 

　
適
当
な
場
所
へ
の
移
設

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

問 問  
 
県
下
八
景
七
種
の
滝

の
標
柱
復
元
は
行
わ
れ
る
か
。

上
下
水
道
課
副
課
長
 

　
重
要
さ
は
理
解
し
て
い

ま
す
が
、
井
ノ
口
水
源
地

は
取
水
量
と
投
資
額
か
ら

検
討
中
で
す
。
 

問  
 
自
己
水
源
確
保
は
災

害
の
教
訓
で
も
あ
る
。
町

の
基
本
が
揺
ら
い
で
は
い

な
い
か
。
 

 
 
駅
前
の
利
用
拡
大
に

は
駅
前
東
駐
車
場
の
無
料

時
間
の
延
長
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
県
か
ら
は
無
堤
防
解
消

は
次
期
河
川
改
修
計
画
で

実
施
し
た
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
流
水
断
面
阻
害
は

引
き
続
き
指
導
し
て
い
き

ま
す
。
 

問  
 
台
風
１２
号
並
の
大
雨

で
市
川
も
大
氾
濫
と
あ
る
。

無
堤
区
域
や
不
法
堆
積
等

へ
の
対
応
は
ど
う
か
。
 

防
災
対
策

防
災
対
策
 

防
災
対
策
 

駅
前
整
備

駅
前
整
備
、今
後
の

今
後
の
 

課
題
課
題
　
　
　
　
　

　
　
　
　
 

駅
前
整
備
、今
後
の
 

課
題
　　
　
　
　
　
 

水
道
事
業

水
道
事
業
 

水
道
事
業
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問  
 
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
・
急
発
進
防
止
装

置
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
あ
お
り
運
転
と
急
発

進
を
抑
制
す
る
こ
と
で
事

故
防
止
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル

を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
と

急
発
進
防
止
装
置
に
対
し

て
設
置
の
補
助
が
で
き
な

い
か
。
他
市
町
よ
り
先
駆

け
て
の
取
り
組
み
と
な
る

が
ど
う
か
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
設
置
と
交
通
事
故
の
減

少
は
直
接
結
び
つ
き
に
く

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
へ

の
助
成
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
急
発
進
防
止
装
置
の

助
成
に
つ
い
て
は
、
兵
庫

県
が
１０
月
か
ら
７５
歳
以
上

の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に

１
台
２
２
０
０
０
円
の
助

成
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た

国
に
お
い
て
も
安
全
装
置

の
購
入
助
成
を
補
正
予
算

に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

町
独
自
の
助
成
は
、
国
・

県
・
他
市
町
の
状
況
を
見

て
検
討
し
ま
す
。
 

他市町の状況を見て検討します 
竹本繁夫 

町
と
し
て

町
と
し
て
、思
い
切
っ
た

思
い
切
っ
た
 

子
育
て
支
援
策
は

子
育
て
支
援
策
は
 
 

 

町
と
し
て
、思
い
切
っ
た
 

子
育
て
支
援
策
は
 
 

 

問  
 
１７
日
の
ご
み
処
理
計

画
検
討
特
別
委
員
会
に
お

い
て
、
最
優
先
候
補
地
の

田
口
区
を
、
周
辺
地
区
の

同
意
が
得
ら
れ
な
い
た
め

断
念
す
る
旨
の
報
告
を
受

け
た
が
、
行
政
の
推
進
の

ま
ず
さ
に
よ
る
も
の
で
、

地
元
の
田
口
区
に
対
し
て

申
し
訳
な
い
と
は
思
わ
な

い
の
か
。
ま
た
、
周
辺
地

区
に
対
し
て
も
混
乱
を
引

き
起
こ
し
た
責
任
を
感
じ

な
い
の
か
。
こ
れ
ま
で
の

反
対
の
声
は
想
定
で
き
る

質
問
ば
か
り
で
あ
る
。
専

門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

責
任
は
重
大
と
考
え
る
が

ど
う
か
。
 

ご
み
処
理
施
設
の

ご
み
処
理
施
設
の
 

建
設
に
つ
い
て

建
設
に
つ
い
て
 

 

ご
み
処
理
施
設
の
 

建
設
に
つ
い
て
 

 

町
長
 

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
責

任
を
転
嫁
す
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
局

で
は
説
明
で
き
な
い
専
門

的
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の

助
言
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長
 

　
２
歳
児
の
保
育
料
無
償

化
に
は
約
２
７
０
０
万
円

の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
多
額
の
費
用
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

問  
 
幼
保
園
児
３
歳
児
か

ら
の
保
育
料
が
令
和
元
年

１０
月
か
ら
無
償
化
に
な
り

そ
の
財
源
で
、
子
育
て
支

援
策
と
し
て
２
歳
児
の
保

育
料
無
償
化
の
拡
大
を
図

れ
な
い
か
。
 

学
校
教
育
課
長
 

　
１１
月
１
日
時
点
で
の
登

録
人
数
は
東
部
１
６
１
人

西
部
１
７
２
人
、
計
３
３

３
人
で
す
。
平
均
利
用
人

数
は
、
東
部
５４
人
、
西
部

４３
人
で
す
。
待
機
児
童
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

問  
 
学
童
保
育
は
何
人
登

録
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
待
機
児
童
数
は
。
 

町
長
 

　
施
設
の
建
設
は
、
地
元

の
理
解
が
な
け
れ
ば
進
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
反
省
に
立
ち

候
補
地
の
町
長
が
中
心
と

な
り
、
三
町
が
問
題
点
を

共
有
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問  
 
三
町
が
一
緒
に
な
っ

て
ご
み
処
理
施
設
建
設
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
後
、
ど
の
場
所

で
建
設
す
る
に
し
て
も
、

選
定
の
経
過
、
評
価
点
な

ど
に
つ
い
て
は
公
表
す
べ

き
と
考
え
る
。
ま
た
、
建

設
場
所
が
決
ま
れ
ば
、
町

長
自
ら
地
元
に
出
向
い
て

誠
心
誠
意
、
理
解
を
得
る

こ
と
が
大
事
と
考
え
る
が

ど
う
か
。
 

県のHPより抜粋 
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　「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
新
し
く
元

号
が
変
わ
っ
て
か
ら
１０
か
月
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。「
令
和
」
は
日
本
最
古

の
歌
集
「
万
葉
集
」
か
ら
の
出
典
で
す
。

「
平
成
」
の
時
代
は
、
戦
争
が
な
い
平
和

な
時
代
で
し
た
の
で
、「
令
和
」
の
時
代

も
平
和
が
い
つ
い
つ
ま
で
も
続
い
て
い

く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
 

　
平
和
と
言
え
ば
、
平
和
の
祭
典
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
 

　
１
９
６
４
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
た
当
時
、
私
は
、
小
学
校
の
体

育
館
で
テ
レ
ビ
観
戦
し
、
み
ん
な
で
応

援
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
小
さ

か
っ
た
け
れ
ど
、
私
達
に
夢
と
感
動
を

与
え
て
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
 

　
ま
さ
か
、
も
う
一
度
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
な
ん
て
、
な
ん
と
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
一
生
懸
命
、
応
援
し
た
い
も
の
で
す
。
 

（
竹
本
繁
夫
）
 

　議会だよりの表紙・フォトニュースの

写真を皆様から募集します。 

　応募のお問い合わせは、下記まで。 

次の定例会は 

　3月6日 開催予定 

　本会議・委員会の傍聴に 
おこしください。 

第46回福崎町ロードレース大会 
（1月11日　福崎西中学校周辺） 

福崎町消防団出初式　初放水 
（1月12日　田原小学校） 

神積寺 鬼追式 
（1月13日） 


